　　　　　　　平成24年度　第７回理事会議事録
開催日時：平成25年1月20日　　　　14：00～15：10
開催場所：山口県総合保健会館第3研修室
出席者(理事)：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　齋藤康博　金谷浩二　村田良典
　　　　　　　新町浩太郎　堀　健司　蔵永紀靖　林　忠正　丹羽英彰　渡邊征二
　　　　　　　池田隆志　増矢勝史　内藤貴之　兼廣敦子
出席者（監事）：高山裕健　齊藤右司
出席者（事務）：楠本しのぶ
欠席者（理事）：大田則彦　小田真一郎　吉永憲正
　以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長　山内秀一が議長となり、定款34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として兼廣敦子理事、
議事録署名人として蔵永紀靖理事、丹羽英彰理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　来年度の事業計画案について
　（山内会長）手元に配布した事業計画案のプリントについて説明する。日程が未定なものもあるので、各担当理事は決まり次第ご連絡をお願いする。新規事業は、JART主催基礎講習「消化管検査」開催予定日：平成25年6月30日（日）、JART主催基礎講習「静脈ルートの抜針」開催予定日：平成26年2月9日（日）場所は未定、「中四国会長会議」開催予定日：平成25年6月15日（土）海峡メッセ下関である。それ以外は基本的に昨年と同様である。
県民講座「お父さんとお母さんの健康講座」は、開催日は決まってないが今年も開催される予定である。昨年は調査を兼ねて兼廣理事に参加してもらい、その報告を頂いたので、今年は、その報告を基に出来るだけ協力をしていきたい。診療放射線技師の知名度は低く、医療職の中で紹介される時も臨床検査技師と混同されていることがある。従って診療放射線技師の業務内容についても県民の皆様に広めていきたい。兼廣理事が遠方の為、開催日以外に、資料の袋詰めなどの作業があるので近隣の理事の方にお願いしたい。
　（村田理事）配布プリント3の「胃がん部会講習会」は平成25年9月1日と平成26年2月2日で行う予定にしている。開催場所は未定である。JART主催基礎講習会「消化管検査」は開催場所を小郡第一病院と予定している。
　（高山監事）配布プリント7の「山口乳腺診断フォーラム」は現在開催されていない。代わりに「山口乳腺画像研究会」が開催されているので訂正をお願いする。
　（三輪副会長）フレッシーズセミナーは、年度の前半で開催しなければならない為、平成25年7月7日に開催を予定している。「静脈ルートの抜針」は平成26年2月9日に開催したい。会場は可能なら山口県総合保健会館で行いたいが場所は未定である。今年からは午前中に行っていた「感染」「医療安全」等の科目について出来る限り対象者を広げて開催したい。講師は前回の3名の方にお願いする。講師については今後適任者を選択して、講師を変えていきたい。
　（山内会長）「医療安全」は私が最近作成した資料があるので、参考資料として渡す。
　（村田理事）JART主催基礎講習会「消化管検査」だが、配布された資料にあるように11月鳥取に受講し話を聞いてきた。全員で21名の参加で20名以下は開催不可とうことなので追加募集を行ったと聞いた。上部・下部の両方の講習会になり県内の方がほとんどであった。講師の方はかなり決まってきている状態である。
　（山内会長）主催するために下見に行って頂いたが旅費は大丈夫か。
　（村田理事）病院から出してもらったので大丈夫である。
　（山内会長）皆さんも主催するためにどうしても下見が必要なときには、あらかじめ連絡をお願いする。出来るだけ旅費を山口県診療放射線技師会から出せるように検討したい。
　山内会長　来年度の事業計画案について採決を採る。
　（全員一致で承認）
議題2　平成25年度「静脈注射（針刺しを除く）統一講習会」の開催について
　（三輪理事）JART主催講習会「静脈注射」は3年計画で考えている。1回の講習は定員50名で3回続けて開催する。
　（齋藤常任理事）3年で150名だが、会員は500名位いる。選別方法はどうするのか。どうやって50名を決めるのか。
　（山内会長）50名を超えるといけないのか。
（三輪副会長）使用する物品があり、それに対する人数が決まってくるためである。
（山内会長）各施設平等にしたい為、そのあたりは検討しなければいけない。この件はまだ法制化されていないし、この講習を受けたからといってすぐに実施できるわけではない。実施するにあたっては、各施設でのコンセンサスを得る必要がある。いずれにしても徐々に広げていってもらうしかないと思う。
　（三輪副会長）JART主催講習会だが、開催に当たり受講生の人数は20名が必要で、20名以下だと開催できない。
　山内会長　平成25年度「静脈注射（針刺しを除く）統一講習会」の開催方法について採決を採る。
　（全員一致で承認）
議題3　来年度の教育委員の選出について
　（山内会長）現在、三輪副会長が担当している。三輪副会長に代わる教育委員の選出をお願いしたい。引き継ぎ担当出来る人材を多く作りたいと思うが、今、渡邊理事に打診をしている。渡邉理事はいかがか。
　（渡邊理事）はい。
　（山内会長）では渡邊理事にお願いする。
　（三輪副会長）私の任期がJARTの総会の時の6月1日である。6月30日までJART主催講習会の準備はする。
　（山内会長）それまで一緒に準備をお願いする。
　山内会長　教育委員の選出に関して採決を採る。
　（全員一致で承認）
議題4　事務所コピー機の更新について
　（伊藤副会長）事務所のコピー機はリースである。資料を参照して頂き、左側がリース料金である。月￥13，338程度かかっている。新機種に変えたいと思うが、新機種からトナー代がかからなくなる為、かなり安くなる。月￥10，800程度を予定しているが、トナーが無くなると購入しなければならない。表の下に記載してあるように黒￥9，600（12，000枚相当）カラー各色￥9，000（6，000枚相当）をだいたい3年に1回くらいでトナーを変えればよいかとみている。十分新しい機種の方がコストダウンになるので良いと思う。それとFAXが古くなり紙詰まりをよく起こす為、FAXの機能も付けてもらっている。パソコンから直接FAXできるようになり、使い勝手も良いしコストも下がるのでいいと思うのですがいかがか。
　（高山監事）トナー代はこの初回17カ月（資料　枠外記載）を入れて多分3年間は交換しないでいいだろうということか。
　（伊藤副会長）はい。反対意見がなければリースを更新しようと思う。
　
　　山内会長　コピー機の更新について採決を採る。
　（全員一致で承認）
議題5　その他
・カードとカウントについて
　（三輪副会長）生涯教育システムに規定があり、今までの放射線技師格が到達目標に変わる。今まであったアドバンスド診療放射線技師がアドバンス診療放射線技師になり、シニア、マスターはそのままである。今までは5年毎に更新をしていたが、到達目標になるので更新はいらない。それにプラスしてカウントを増やしていけばシニア、マスターになっていくということである。
　（高山監事）今回顔写真の無いカードを送られてきた。今までは顔写真の有るカードで、今までのものは捨てても良いのか。
　（山内会長）どちらも使用できるようだ。
　（三輪副会長）学会等で受付に使って欲しい。今までに顔写真を載せるのが嫌だ、写真を送るのが嫌だという事がありカードを発行していない会員がかなりいたようだ。そのため今回会員全員に配布して、受付をスムーズにしていきたいという目的である。ちなみに再発行は￥1，000かかる。
　（三輪副会長）カウントの申請だが、条件を満たし申請すれば研究会もカウントの対象になり、生涯教育カウントになる。
　（高山監事）それはどこでカウントされるのか。
　（三輪副会長）研究会で申請を出して、JARTでカウントする。
　（齋藤常任理事）以前に一度この話をしたことがあるが、事務局から研究会（代表者）に申請書を送る。それを記載して事務局に送ってもらい、事務局からJARTに申請する。その後、参加者を添えて再度送るとポイントが加算される。今まではポイント申請には制約があったが、これからは勉強、講習に関して全てが対象になる。研究会開催の１か月前に申請、登録をしなければいけない。
　（渡邊理事）変わったのは更新の部分だけなのか。今までは決まった科目を習得してなければアドバンスになれなかったが。
　（三輪副会長）今までアドバンスになるために4科目を受けなければならなかった。又、放射線管理士等を２つ以上持っていなければならないとあったが今回からは４科目を受講すればアドバンスになれると変更になった。カウントに関しては、300カウント以上取得した者、そのあたりの変更はない。シニアについてもアドバンスを持って1000カウントである。
　（齋藤常任理事）変更があるのならホームページに載せた方が良いのではないか。
　（山内会長）ホームページに掲載をお願いする。
　（渡邊理事）カードが送られて来たが、それについて何も説明がないのでほとんどの方が詳細について分からないと思う。
　（丹羽理事）前回カードが変更になるときは会誌に載っていたが今回は載っていない。
　（山内会長）広報をお願いする。　　
報告事項
1） お父さんとお母さんの健康講座
（兼廣理事）2012年10月6日に開催され、当初の予定人数800名。参加者は596名。当日の手伝いの人数は3名でこの程度で良いと思う。先程会長のお話にもあった様に診療放射線技師を知ってもらうにはパンフレットを作成して、来場者の方に配布するものに同封させてもらうと良いと思う。パンフレットは以前、高山監事が作成されたものがあるが、一部データーが古くなっているので私の方で変更したい。吉永理事が作成された冊子も同封したいと思う。会議ならびに開催当日は参加するが、配布物の梱包作業は2時間程度と思われるのでどなたか参加して頂きたい。当日主催者側の挨拶があるが、次回は当会になるかも知れない。その時は会長にお願いする。
（山内会長）私がさせてもらうようになればそこでPRもさせて頂く。下準備のお手伝いが分かったら早めに教えて頂きたい。その時は山口近辺の方よろしくお願いする。
2） マンモグラフィ講習会
（兼廣理事）2012年12月8日9日で開催され参加者41名、当日1名欠席にて開催した。収入1,472,000円。支出1,506,460円赤字が34,460円出た。キャンセルが4名あった。試験結果は新規受講生33名中A認定5名・B認定7名であった。更新受講者8名の結果は直接本人に郵送される。
　(山内会長)金曜日から3日間ありがとうございました。高山監事毎回ありがとうございます。赤字は、山口県診療放射線技師会の方で負担したい。今後も開催をするようであれば受講料は変えないようにしたい。しかし余りにも受講者が少なくい場合には、開催しない方向で検討する。従って多少の赤字ならば、山口県診療放射線技師会の経費から補填し開催するようにしたい。議題にはないが、予算の事があるので皆さんの賛同を得たい。
山内会長　マンモグラフィ講習会決算報告及び今後の方針について採決を採る。
　　（全員一致で承認）
3）予防接種ワクチン接種のお願い
（山内会長）資料を配布してあるが、医師会からの署名活動のお願いである。今までもご協力頂き助かっているが、まだ署名されてない方で賛同していただける方から署名をもらって事務所に送って頂きたい。事務所から一括して医師会に送る。期限は2月20日である。
4） 診療放射線技師の給与に関する調査協力のお願い
（山内会長）JARTの方から提出された資料を配布している。協力をお願いする。
中澤会長に代わってアンケート調査が増えているが、これを基にデーターを取り、厚労省に働きかけているようである。現在も診療放射線技師法の改定に向けて動いているようだ。今後、良い形で変化があると思う。出来るだけ協力をお願いしたい。
5）検診に関するアンケート
（山内会長）先日メールでもお願いしたが検診に関するアンケートがあり、検診車に医師が同乗しているかというものである。このアンケートは診療放射線技師法の一部改定にも関係するため、ぜひ協力して頂きたい。
　（齋藤常任理事）理事の方は、担当地域において上記検診を行っている施設を列挙し齋藤までメールをお願いしたい。
6） CSFRT2013について
（山内会長）昨日、伊藤副会長と岡山へCSFRTの引き継ぎ会議に出席してきた。会計監査にも立ち会った。会計監査では細部まで見られており、きっちりとした形で残す必要がある。技師会の中でどなたか会計を担当して欲しい。作成時期が1月・2月になると思われるので、大田常任理事は会務と重なるため大田常任理事以外でお願いしたい。大学が拠点で動く形になるので出来れば勤務先病院が近い場所に位置する堀理事、小田常任理事にお願いしたいと思う。ご協力お願いする。CSFRTは山口県診療放射線技師会とは別会計になる。
愛媛県で報告事項を多く作成されていたので、皆様にメールで添付する。資料に目を通して頂きたい。愛媛県ではかなり多くのお金を集められたようで、合計額が900万円程度あった。決算額が800万円程度であったので、100万円程度、山口県で継続的に使用できるとの事である。山口県ではそんなにお金が集められない可能性が高いので倹約する必要がある。その次が岡山県で開催、会場費だけでも300万円以上かかるようである。組織図はまだ出来上がっていない。会議が始まって動き出すのが9月位である。現在はまだ予算がおりてきていない。4月以降に予算がおりる。懇親会場は高山監事が中心になって休日を利用して探して頂いた。シーモールパレスを予約してもらったがノロウイルスが昨年3回でたという事で急遽グランドホテルも予約している状態である。どちらにしようか迷っているところである。シーモールパレスの方が会場、宿泊施設から近く繁華街にも近い為、出来たらこちらの方が良い。両者とも結婚式場があるため4月頃までにははっきりしたい。高山監事を含めて検討していきたい。懇親会費は、6,000円（学生は4,000円）での開催を予定にしている。予算内で出来る最大限のものにする。
7） 島根県での総合学術大会
（山内会長）ポスターを持って帰って張って頂きたい。お隣の県なので出来るだけ協力をしてあげたい。各県に前売りを送ってくると思う。是非発表にも協力をお願いしたい。
8） 講師料の改正
（山内会長）講師料が平成25年2月から復興特別所得税が加算されて現在10％のところ今後25年間は10.21％に変更になる。
　
9） 生涯学習
（山内会長）来年も何か基礎講習をしなければいけない。会議で先に山口県は何をしますと言う方がやりやすい。何をするか決まったら会長会議で早めに連絡し、当会が希望する基礎講習が開催できる方向にもっていきたい。4月か5月までに決めて頂きたい。そうなると講師も必要で、講師は中四国ブロックで決めなければいけない。CTは評価機構と合同の形になりますので少し大がかりとなるかもわからない。
以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
　　　　　　　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成24年度第7回理事会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県診療放射線技師会会長　　山内　秀一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表議事録署名人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　蔵永　紀靖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　丹羽　英彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　高山　裕健
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　齊藤　右司
